
小代焼一先窯が作品展を開催 川田正敏さんが防犯功労者表彰を受賞

上沖洲区がベトナム人実習生と作業郡PTA連合会がアルコール消毒液を寄贈

35周年を迎えて 子どもたちの健全育成に貢献

小さな国際交流を子どもたちが安心して通学できるように

小代焼一先窯は、県伝統工芸館で「一先窯
35周年展」を開催しました。
　小代焼は、約400年前に始まった歴史ある焼き物で、
県を代表する焼き物として国の伝統的工芸品として指定
されています。
　この日は、山口耕三さんと妻美子さん、2代目で息子
の友一さんと妻博子さんの作品約500点を展示。昭和
60年に築窯した小代焼一先窯にとって初めての4人展
となりました。
　色や形など 4人それぞれの個性が出た作品は、訪れ
た人たちを魅了しました。

川田正敏さん（上町区）は、荒尾警察署で
開催された荒尾地区防犯協会表彰式で防犯功労者表彰を
受賞しました。
　これは、少年補導員として地域の少年健全育成および
犯罪防止などに尽力した人に贈られるものです。
　川田さんは、平成30年から荒尾地区少年警察ボラン
ティア連絡協議会で少年補導員として子どもたちの見守
りや非行防止活動などに積極的に取り組んでいる功績が
認められ、この度の受賞となりました。
　川田さんは「これからも子どもたちの安全・安心のた
めに尽くしていきたいです」と話しました。

上沖洲区（石本雄二区長）は、地域交流
の拠点として整備した「ふれあい農園」で野菜の収
穫と作付けを行いました。
　これは、区民と区内に住むベトナム人実習生の
交流を深めようと平成 30 年から行われているもの
です。
　この日は、ベトナム人実習生をはじめ、区民など
約20人が参加し、ジャガイモの収穫とサツマイモ
の作付けをしました。
　石本区長は、「今後も小さな国際交流の輪を広げ
ていきたいです」と話しました。

郡 PTA 連合会（西田恵介会長）は、町内
の小中学校にアルコール消毒液を寄贈しました。
　これは、新型コロナウイルス感染症がこれ以上拡大
するのを防ぎ、子どもたちの学ぶ機会が失われないよ
うにとの目的で行われたものです。
　この日は、西田会長と次期会長の亀﨑清貴さんが町役
場を訪れ、町内の各小中学校へ1クラス1本ずつ合計
52本を寄贈しました。
　中逸町長は、「いつどこで新型コロナウイルス感染症
が発生するかわからない状況が続いている中で、この
ように寄贈をいただき感謝申し上げます」と感謝の言
葉を述べました。
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作品展を開催した耕三さん（右から２人目）と妻の美子さん（右）、
２代目の友一さん（左から２人目）と妻の博子さん（左） 防犯功労者表彰を受賞した川田さん（右）

収穫したジャガイモはみんなで持ち帰りましたアルコール消毒液を寄贈した西田会長（右から2人目）と亀﨑さん（左）

2020.7 4




